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が発覚 した症例 を経験 したので,若 干の考察を含
めて報告する。
症 例
患 者:71歳,男 性 で,身 長 は約160cm,体重 は
60kg。
現病歴:歯 痛 に よる食 欲低 下 があ り,A歯 科 医
院 を受診 したが,心 疾患 を合併 してい るこ とか ら,
紹 介 によ り当院初診 となった。
既 往歴:う っ血性心 不全,心 房 細動,ペ ー スメ
ー カー挿入 ,ア ル ツハ イマー型 痴呆 にてM病 院通
院中で あ り,歩 行 困難 なた め,車 椅子 を使 用 して
いた。
内服薬:レ ニベ ースR(降圧 薬),ア ーチス トR
(αβ遮 断薬),ノ ル バ ス クR(降圧 薬 〉,ラ シ ッ
クスR(ループ利尿 薬),バ イア ス ピリンR(抗血小
板薬),サ ア ミオ ンR(脳代 謝 改善 薬〉,ハ ル ナ ー
ルR(排尿障害 改善薬),プ ロス タールR(前立腺肥
大薬),セルベ ックスR(健胃薬),セン ノサ イ ドR(便
























歯科治療を行った場合 も,放置 した場合も,相 当
なリスクがあることに時間をかけて丁寧に説明し
たところ,リ スクを承知の上で も歯科治療 を強く





術後の3日 間ずつ計6日 間バ ラシリンを内服 しも
らい,抜 歯当 日は局所麻酔 として,シ タネス ト
-オ クタプレシンRを 計1.Oml使用 し抜歯 した後,
縫合を5糸 行った。抜歯術中,シ ョー トランが1








一時治療を中断 していたが,退 院後来院 し,上顎




















者に対 して,設 備や連携 を駆使 して安全に歯科治
療 を行 う任務 を担っており。初診での漏れのない









科治療 が強 く求め られてい る1～3)。そのため,大
学病院歯科の役割は各診療科における難症例の治


















また,現 在,イ ンターネッ ト通信 を利用 し,遠
隔地でも大学病院の歯科麻酔科によるモニ ター管
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